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～防災空地で地域交流～



防災空地ってなんだ？

防災空地（小田三丁目地内）

震災時
延焼防止や一時避難場所として
効果を発揮

小田地域の特徴
古い木造住宅が多い
密集市外地

平常時
町内会が管理しており、
地域に開放

「まちのひろば」にぴったり！！



何から始める？

①存在を知ってもらおう

・「防災空地」として認知されていない
・「日頃誰でも自由に使える場所」として
認知されていない

イベントやろうぜ！

②ニーズを集めよう
・「防災空地」に何があればよい？
・「防災空地」で何をやれば行こうと思う？











意外と活用できそうじゃん！

これは可能性を感じる・・・

様々な世代から約40票の回答

オープンワークショップで
「やってみたいこと」集めました

「防災空地で何してみたい？」

・フリーマーケット
・パパ会
・移動動物園
・花植え
・スポーツイベント
（パターゴルフ、ヨガ等）
・OLYMPIC（！？）

その他いろいろ・・・



深堀りしてみよう！

隠れイベンターと町内会をつなぐ

・イベントを企画してみたい人は地域に潜在している

・町内会（役員）は自分たちがやらなければいけないと思っているが、

役員の高齢化や担い手不足により主体になるのは難しい

・小田地域では地縁組織として町内会の存在が大きいため、

イベントの実施にあたり町内会のサポートは必須

ヒアリング調査アンケート調査

２つの調査から分かったこと（考察）

・町内会加入者311名から回答
・「どのように防災空地を活用したらよいか」

・町内会役員3名からヒアリング
・「町会として考える防災空地の活用方法
や地域のつながりについて」



次の仕掛けは・・・

持続性のある交流の創出

●地域に潜在するイベンターを発掘する

●町内会との連携を図る

●イベント企画の後方支援

⇒モデルケースとしてイベントを実施




